『連環記』論――「連環」の形態と世界への展開―― by 林, 正子
文箪生活最後の小説r連閲記」を発表した時、
幸田露伴（註l)
は七十三歳であった。
昭和十五年六月のことである
。
人間世界の実相を知悉した函伴が「連閑記」において取
り扱ったのは、
慶滋保胤と大江定基の発心に至る経緯と彼
らを
めぐる人UOI源侶、
増質、
大江匡衡、
赤染右衛門、
贔らの説話であった
（註
2
)
。「
連四記」において函伴
は説話の世界を如何に保作し展開していった
か、
何を中核
とし何によ
って登楊人物を「辿g」
していっ
たの ーーこ
の問函は、
r
連印記
」
．一筒の叙述方法とテーマに閲する
も
のであると同時に、
露伴文学の一モチーフである「連応」
の意味に関するものである
。
本船では、
この
「連印」の形態を考察することと併せて、
硲伴が披見した史料を如 採作した
か、
何を採用し如何
「連環記
』論
に作品化したかを検討することによって、
硲伴の志向した
所を明らかに
い。
祠閃記」には「機縁」「因縁」「辿命機縁」「縁」
「前世因緑」「凶果」という酋弟が二十三度にわたって用いられ、
それぞれの人間幽係に閑して「法緑微妙、
玉閑の
相述なるが如し」というレトリカル・テーマも記されている。
正に人間枇界の「因縁」を強調
するた
めに湘かれたよ
うな作品は、
しかし、
単に外形の直辞にとどまらなかった。
r連只記」において硲伴
は序立てする
でもなく、
一見恣
意的に記述しているかのようである。
だが、
改行している
部分に通し番号を施し、
便宜的に設定した五●一段のr連
后記」を検対 てみ と、
次段とそ
の前段とは緻密な対応
「連環」の形態と作品への展開
林
正
子
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を為していることが明らかである。
・冒
頭で
疫滋保胤の系図と「慶滋」という姓の由来、
保社
の「尋常一様
」でない親
族について述ぺた露伴は、
第二段
の冒頭で「保胤の師の菅原文時は、
これも亦ー通りの人で
は無か
っ
た」（傍線は引用者）と記し、
保胤の親族の記述
と師の記述を、
尋常
でな
い才能
と
いう点で「連四」する。
又、
第十六段では噌賀について「阿に断岸紹壁、
近より
．
難い、
天台郡では
ありながら、
祖師郡のやうな氣味
のある
人であった」と結ばれ、
次の第十七段の冒頭「此の断岸紹
町のやうな智謀に、
消没の流れ静かにして
水は玉の如き寂
心が摩詞止観を學び
承けようとしたの
であった」と呼応す
る
。以上のように、
次章の章句が前章の末句の辞を用
いると
いう「連環惚」
（註
3)
の基本を踏襲する態度を基底に、
各段の形成する「環」は確実に迎なってゆく。
前段の直接の営辞を踏まえなくても 然りである。
第十
四段では出家し寂心となった炭滋保胤の仏道生活が され、その一日として「．．．．．．、
横川に増賀の型が咲阿止限を説ぐ
に営って、
寂心は就
いて之を承けんとした」と結ぶ。
そし
て壺みかけるように第
十五段の冒頭は「噌賀は参議橘恒平
の子で、
．．．．
． 」と始められ、
寂心
の記述から噌賀の経歴と
逸話 記述へと「連環」される。
同様のパターンは、
第四十五段から第四十六段への移行
の際に
も歴然としている。第四十五段の末尾「前供因縁値
過だか何だかは知らぬが、
此頃寂照は丁謂と相知るに至っ
た」を受け、
第四十六段の冒頭で「丁謂は
．．．．．． 
」と始めら
れ、
寂照と丁謂
の「既」がつながる。
又、
第二十二段
や第二十八段のように
、前
段の内容を受
けて「ところが然様はいかな
かった」と始めて次
の論を展
．
開する段もあり、
更には、
第二十六段「赤染右術門は斯様
いふ女である」と
か、
第二十七段「かAる一家の間柄であ
る、
かヽる人品の赤染右循門である」という冒頭のように、
04 
その直前で
「森」が完成して
いることを明示すると同時に、
一
次の「甜」の出発点を
t忍
味しているとい
う例も挙げられる。T
だが、
この
種の連鎖の典型を示すには、
第三十五段の冒敢
を引用するのが最適であろう。
力壽に捐てられ、
力裔を捐てた後の定基は何様な
っ
たか。
何様も無い、
斯様も無い、
たゞそこには空虚が
あ
っ
たば
かり
であった。
ここ
では、
まず前段の内容ー定基の愛妾力壽との死別
ーが傍線部で捉示されている。
すなわち、
冒頭でその直
前の「屈」の内容を 唆すると共に、
それに迎鎖する「烈」
ーーその後の定基に関する説話の展開ーーを紐合の跡を感じさせることなく
用意しているのである。
．
このように周到に用意された各段の「連膝」に対して、
それではそ
れぞれの「g」はどのように構成されているか。
第三十四段は
「生は相憐れみ、
死は相捐つといふ諺があ
る」という言菓で始められ、
愛妾力壽に執着する定基の行
為ーカ壽の死骸の口を吸い、
その異臭に戦慄して初めて
死骸を卵ったことーーが記され、「生相憐み、死相捐つる．のである、
力壽定基は終に死相捐てた である」と結ばれ
る。
正に、首尾呼応し―つの「四」が形成されて
いる。
他の段
でも、
表面的な字句の呼応関係こそないが、
その
語り口は
それぞれの「疫」の独立性を保持しており、
露伴
は特別に章立てす
るでもなく、
一見恣意的に箪を進めてい
るよ
うであるが、
各「珀」は確実に形成され、
確実に迎鎖
されているのである。．露
伴のこの周到緻密な構成法は又、「緑」によって結ば
れた人物関係を示す叙述からも窺える。
保眈往生の後、
大江匡房は又保脱の往生偲の
先縦を追うて、
績本朝往生閃を撲してゐる。
そして其
績偲の中には保脱も採録されてゐるから
法緑微妙、
玉斑の相迎なるが如しである。
（第九段）
．．．．．．．．． 
（寂心は）出家して後わづかに三年目には、
自分に身を投げかけて来た者を渋度
して寂照といふ名
を典へた。
此の寂照は後に源侶の為に宋に使したもの
で寂心と涼偕
とはも
と
より菩捉の友であった。
（第十一段）
......... 
（寂心の
）四十九日に営
つ
て、
迫長が布施を
為し、其謡誦文を大江匡衡が作ってゐる。
そして其睛
状は寂照が記してゐる。
（第四十段）
.....•.  
（寂照は）上は宮廷より下は庶民までが怠栄
してゐる屈心院僧部の弟子であり、又僧都の使命を幣びてゐるといふこともあり、
彼の
人柄も優にや
さしか
った大内記の墜寂心の弟子であるといふこともあ
り、
三河守定甚の出家因縁の前後の談の偲はつて居たためもあり、
老若男女、皆此噂（寂照の宋行き）を仕合っ
（第四十三段）
•
』
0．．．．．．．．． 
裔然上人の店に赴くを餞して賦して姻る人と
の詩の序をも保胤が撰した。
今や其寂心は既に亡くな
つてゐるが
、
不思議因縁で寂心の弟子寂照が獨り唐土
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随所に鐸められた保胤寂心と定基寂
照、
そして彼らと関
わる他の人物の連膝図の叙述には、
露伴の周到さ
が物語ら
れてい 。
この人間相互の織り成す関係は作品の構成と相
応じ、
「縁」というレトリカル
． 
テーマを認識させている
のである。
さて、
この緻密に構築された連四図一筒であったが、
中
核を為す
のは保札寂心と定基寂照のふたりであ
り、
このふ
たりの相関も同様の「連斑」Iむしろ、
この「連閑」に
こそ、
モチーフの中心課題に対する露伴の手腕の見せどこ
ろが存したわけであるがーーの様相を呈している。
保胤に関する叙述を作品の冒頭に据えた露伴は、
第十九
段でその主たる位協を保胤から定基へと譲ら
せる。
その移
行の叙述も露伴の「連閃偲」の面目躇如としている。
露伴
は第十九段で寂心 三河国を経行したことを述ぺ、
何で寂心が三河に行ったか、
棠寺建立の勧化の為だ
った
か何様か、
それは一切考へ得るところが無いが、
料撤行脚の因みに次第tと三河の方へまで行ったとしても差支はあるまい。特に寂心が惜となっての二三年 に渡ったのである。
第四十五段）
（以上、
括弧内は引用者）
淡々とし
た僅かこれだけの叙述で、
三河の地を共有する
保社の「閑」と定基の「印」は確実に辿結さ
れ、
「定基は
大江茄光 子で、
．．．．．．．．． 
」と続けられる。
以下r迎曰記」
の「g」は定基を中核に迎ねられてゆくのである。
しかも、
この「
m
」の辿結は露伴によって確認徹底
され、
第三十七
段で定基の出家を述べる際、
その冒頭を「定基は東山如意
輪寺に走った。
そこには大内記裂滋保札のなれの果の寂心
上人が居た
のである」と記している。
以上のようにr連閃記
J
の緻密な構成と登場人物の相関
図は「機縁」「因縁」「因」「因果」等という直接の言菓と相侯って、
営辞を超越した「因縁」を読み手に感得させ
る力を具備する
ことになる。
露伴の辿屈構成は、
その文沼の旅繹的展開にも現われて
いる。
たとえば、
寂心の道心が深過ぎることによって生じ
た極嬬な行為I荷を牽＜牛が笞打たれ のを見て族を流し念踊したこ
とー_に対しての蕗伴の弁明の仕方を検討し
てみると、
は恰も大江定基が三河守になってゐた時である。
-)Oli-
服牛乗馬は太古からの事で、
世法から云へば保胤の
所為の如きは
おろ
かなこ
とであるが、
是の如くに感ず
るのが、
いつはりでも何でもなく、
又是の如くに感じ
是の如くに念ずろのを以て正である善であると信じていろ人に射しては、
世法からの智恐の判断の如きは本
より
何ともすろことが出来ぬ、
力無いものであろ。．又
佛法から云つても是の
如く慈悲の念のみの充張するの
が必ずしも可なろ では
無く、
場合によっては是の如
きは邸悦に墜ちたも
のとして弾呵してある経文もあ
る
が、
保胤のは慈悲や悲念が
1几ぶつて、
それによって非
違に趨るに至ったのでも何で
もないから、
本より非違
すべくも無いのである。
（第五段）
傍線部のよう
に一度否定的な見解を認容した上で保洲の
合理性を説く
こ
の文章の文体は直線的ではない。第八段に
咎かれた
保胤の著『池亭記」の記事に関して
も同様である。
「......、
と言ってゐろのも、
けらなやうだが其寅を失はな
いで宜い」「：·：'と内々少し氣俵を楊げて居るの
も、
ウソ
．では
無いから憎まれぬ」「：
．．．． 
とあるのは、
他家としては
感服出来ぬが、
此人としては、
率固の言であろ」等は、
す
ペて前例と同様、
視党的にも意味的
にも直線的綸理ではな
い、
円邸を為した弁護の仕方であると言えるだろう。
露伴の叙述の展開の仕方が直線的でない
のは、
その文体
が「連閑憧」の故もあろうが、
一般論から「連邸記」の登
楊人物に関
すること
へと演繹的に論を
展開していることに
も起因すると思われる。
当時の史料に依拠してその説話を
扱っていった露伴ではあっ
たが、
その説話に対する蕗伴の
含菩ある卓見が作品の主軸を為してい ーーということからも、
この叙述の展開様式は存過され得ない。
，第二十八段では、
愛妾力寄の虜になっている
定甚
につい
て叙述されている。「tlrの中には何も出来ないで丈ばかり高いものがあるが、
それは戦乱の世なら荒や測のやうに交
り倒されるばかり、
平和の世なら自分から志願して狂人に
なる位が結局で、
枇會の難物たるに止るものだ
が」とまず
一般論を記し、
それ
に続けて「定基は蓋し丈の店い人だっ
たら
う」と語る。
その
ような定基によって離別される正変に対して露伴の
兒解を記した第三十二段では、
およそ人間世界に夫婦別れをすろ女ほど同梢に伯す
ろものはあるまい。
それは決して純普から生ずるもの
では無からうから、
同梢に俯しない個虞が存在するこ
とを疑 ない。
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この抽象的見解を受けて、
文京は更に次のように続けら
たとえば定基の炭にしても妬忌の念が今少し宴かつ
たら、
如何に定基が力壽に迷溺したにせよ。
弦ひて之
を去るまでには至らなか
ったらうと想はれる。
．抽
象的見解から具体的事例へと導かれた露伴の箪致は再
び抽象的見
解へと振子の如き呈を為す。
然し何が何様あらうと
も、
一生の苦築を他人に頼る
女のことであるから、
善かれ森かれ取宛てた級の男に
別れては堪るものではない。
そこへ行くと男の方は五
割も十割も割がよい。
甚だしいのになると、
雨哨れて
笈を脱ぎ、
水盆きて舟を菜つるやうな氣分で女に別れ
て、
あ．＞
せいせい
したなどと栖落てゐるのである。
そ
れでゐて其男が甚い森人でも無いといふのが有るのだから、
一懸愛消といふものの上には道徳が存するもの
か何様かと疑はれるほどで、
何にし
ても女は不利な地
に立つてゐる。
これを受けて
定基は勿論悪人といふのではないが、
つまりは馬で
営へば網強な馬で、
人とし
ては生一本の人であったら
う。
で、
女房を逐出し得てからは、
それ
こそせい／＼
した心持にな
って、
陣身の消を傾けて力滸を愛してゐ
たことであらう。
露伴
の筆致は、
論拠と結論が抽象的見解と具体的事例の
関係にあり、
明らかに演繹法の体型を為してい
る。
しかし
浪繹法の形態を取りながらも、
その抽象的見解と具体的事
例は合わせ鉛となり、
無限級数的な巡鎖を街彿とさせてい
る
。このように考えた楊合、
露伴の演繹的叙述からは、
作品
世界における彼の判断、
主張の姿努が窯える。
硲伴は激梢
的に直線的な論理で押し通しているのではなく、
あくまで
も冷静な主張、
むしろ冷静な判断そのものを目ざしている
ように思われる。
ひた
すら自身の用意した結論ーー人間世
界の実相 関する露伴独自の見解ー_に力点を臨くのではなく、
説話に現われた人々の生きざまの中に自身の見解、
判断を災付けるための十分な具体的根拠を認め
小説化と
いう営為自体に ってそ 主張を迫真化していると考えら れる
。
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これらの史料に記された保胤、定基、源信、噌鉗らの説
実在の人
物を索材にした露伴の基本的な執箪態度は如何
なるもの
であったか。この点に関しては、森鵡外の史伝な
どと
同様、史料を啓重しなが
らも
史料に翻弄、或いは束純
されない自由な税地で策を進めていることが指摘される。
保胤の妻及び子は何様な人であったか、更に分らぬ。
子は有ったに相迎ないが、傍系の故だ 、加茂氏系圏にも
見留らぬ。思ふに炭も子も葬常無異の人で、善人
ではあったらうが、所削倖
芥と
と
もに朽ちたものと見
える。
（第十段）
右のように、作品の本流にあっては瑣末に思える記柑を
•も挙げ、「分らぬ」ことを「分らぬ」として記す態度には、考証啓匝の歴史世に肉迫し
ようとしたのではないことが明
らかであり
、次に述ぺる史料の採用の仕方や露伴の見餌を
ー級った他の叙述とも併せて、窮伴の箪が自由
oo
達に発抑さ
れていると言える。
又、力府の出身地について
記した第二十五段の文存など
四
れるのである。
も、露伴の
執箪態度を物語るものである。
こAに三輪
とい
ふ地名を出した
が、それは今昔物語
なんどにも無く、自分の捏造でも無いが、地名も人名も何も無くては除り淡然としてゐるから、赤染右衛門集に、三輪の
山の
あ
たりにや、と記
してあるので用ゐ
たまでである
。
この巧みな語り口によって、露伴が目ざしたのは史実の
忠実な再現ではないことが窟われ、従って出来上った作品は小説化された結晶ではないこ
と、作品化の途上の舞台扱
をも叙述する柔軟性と自由謁達な執箪態度で創出されたことが示されてい と言えるだろう。
次に、露伴のr辿g記」は史料の寄せ木細工ではないこ
とを述ぺておかなくては らない。
r辿閲記
j - m
の執
箪に
際して露伴が披見したとされて
いるのは、●束軒箪録」「宋史」「宇治拾泄物語」r今昔物語」
「
日本往生極
築
記
J
r
績
本朝往生偲
」
『
元享探苔
」
r本朝文梓」r赤染右術門集Jr江談抄」r袋草紙」r今色「古今著聞集」r十訓抄
」「源平盛哀記」r談苑」等である
（
註
4
)
。
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話 世 界を構成する逸話の中、蕗伴は基 本 的には史料に則りながらも
、あらめる史料を網羅することを企てたわけでは
なく 、 露 伴 が 切 り 捨 てた逸話、測色した逸話を淵することによ
って、彼の意図したところが明らかになってくる。
保胤の記事に関しては、概ね次
の逸話が採用されてい
る。
「述閲記
J
に採用された保胤寂心に関する逸話は右のよ
うであり、 い ず れ も 保 胤 寂 心の才能や人徳を掲揚するものである。
これに対して、露伴が明らかに披見していながら省略し
てしまった逸話に、寂心の度の過ぎた道心のもたらしたものがある。
右表の⑥ ⑱ の よ う な 彼 の 道 心 の 深 さ を 証 す る 逸 話
が 記 さ れ た 『 今 昔 物 語 』 巻 第 十 九 「内記慶滋ノ保 胤 出 家語 第 三 」には、「石蔵 卜
云 フ 所 二 住 ケ ル 時 キ ニ 、 冷 ミ 過 シ
テ腹解ニケリ」と始められる逸話が最終部分 設脱され、厠 で 犬に語りかける寂心の姿が叙述されて いる。寂心の廃拙物を食ぺようとする老犬を父母と呼び、「我ガ父 母 卜 絡返 ｀ ン 成 リ 坐 タ ル 身 二 、 此 ル 不 浄 ノ 物 ヲ 令 食 進 ラ ム 、 極 メ テ添 キ 事 也 」と言って御馳 走 を 調 え て やると、他の多くの犬が集まっ て 来 て 喧 々 甜 々の騒動となる。この逸話 記した後ズ「昔物語 」 は 「 隣ノ房ノ法師此 ヲ 見 テ 咲 と ケ リ 。 智 リ
i 
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有ル人也卜云ヘドモ、
犬ノ心ヲ不知シテ、
前生ノ取ヲ思ヒ
テ敬二、
犬知ナムト」と結ばれており
、寂
心の度の過ぎる
道心が笑止千万な結末
を渫き
、
滑椿部とも言える様相を呈
している。
従って、
この逸話は寂心の才能、
人徳の掲拐に
は不適当な素材であると共に、
あまりに現実の人間世界と
乖離した世界であると営える。
上記の事情
に、
露伴がこの
逸話を削除した理由 存するのではないだろうか。
又
‘r
迎印記」では、
生まれて間もなく人馬が頻繁に往
．来する路上に落馬して
も、
仏の加護によって傷ひとつなか
ったという噌賀の逸話も省
略されている
ものの―つである。
出世の四異とか奇瑞 類
、
高佃伝等には一般的なモチー
フであると思われるがへそのモチーフを眼中に囮かなかったという露伴の行為によっ
て、
その志向する所は明確にな
るだろう。
‘
•• 
同様に、
寂照の渡宋後の叙述は意図的に省箪に向かって
いると思われる。
省略された逸話をr今昔物語」巷第十九
「参河守大江定基出家語第二」で検討する
と、
文殊の化身
であ
る釦病女に沐浴させてやる話
や、
修験の力を示す鉢飛
ばしの業によって宋の衆佃を驚欧させた話など、
現実世界
と迂遠の逸話に関して裁断が為されているこ がわかる。
こうしてみると、m路伴は、
保胤、
定袖を始めとする登場
人物の、
単なる非現実的、
閑逍的世界を扱っているのでは
先述した如く、
露伴は登楊人物の光明面を語る素材を選
択はしているが、
高俯伝の類に見ら
れる無条
件の政校が目
的ではないーー探く人閻の存在に根ざすものを志向していたと考えられる。
そしてそれは、
定基夫婦の離別の経綿に
沿って露伴の夫婦殴、
人間観が語られた件りからも証され
る。
・・・・・・小説を醤く者など
は、
淡はかな然し罪深いもの
で、
そりやこそ、
時至れりとばかり箪を揮つて、
有る
こと無いこと、
見
て来たやうに出たらめを描くのであ
る。
と云つて紺いて、
此以下少しばかり出たらめを困
くが
、
それは全く出たらめであると思つていたゞきた
い。
但し出たらめを描く うにさせた、
卸ち定袖夫婦
の別
れ話は定基夫姉の質油した坦である。
この文浮は、
定基夫姉の離別の経緯を叙述する際に記さ
れた蕗伴の前囮きである。
ここには、
史料離れの立営が為
されていると同時に、
五
自らの構築した作品世界に対する蕗
ないことが明ら
かである。
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伴の信念が感じられる。額面通りに受け取れば「出たらめ」
．と
「賓演」は二律背反する概念である
が、「出たらめ」と
ぱ史料に対する蕗伴の外交辞令であり、
「連団記」一筒に
おいて露伴の困こうとしたのは、あくまでも露伴自身の把
、、
えた「人間批界 寅相」「娑婆枇界の買相」（第三十六段）（傍点は引用者）であ
る。
．
その「寅相」の一例として第三十八段、第三十九段には、
．寂照と離別し 狡との再会 様子が叙述されており、寂照の頭陀行 先妻との超返 場面における史料を踏まえた蕗伴の描写は白眉である。
まず
、
この部分に相当する
r
今苗物語
」
巻第十九の記述
を挙げると、以下の如くである。
其後、寂照 京ニシテ、行キテ知器ヲ催ケルニ、
ノ家二至タリケルニ、呼ピ上テ底二居ヘテ、芙瞑ヲ儲テ令食ムト為ルニ、簾ヲ巻上タル内二、服物吉キ女居タリ。見レパ、我ガ昔シ去リニシ災也ケリ。女ノ云ク、「彼ノ乞句、此クテ乞食セムヲ見ムト思ヒシヲ」卜云テ見合セクルヲ 寂照恥シト思タル気色モ無ク テ、「穴只」卜云テ、持来タル霰吉ク食テ、返ニケリ。極テ難有キ心也ケリ。道心堅 発ニケレパ、
此ル外通二
モ伯 モ不騒スシテ、負ク也ケリ。
露伴は、寂照とその先変との再会という場面を叙述する
際、
r今昔物語」の右の記述からその枠組みを中心実に取り
入れているが、頻を見合わせたふたりの確執は、明らかに函伴の独自の箪に拠るものである。
寂照は女を見た。女
も寂照を見た。眼と眼とは確か
に見合せた。女は正しく寂照が三河守定廷であった時に逐出した其女であった。女の眼の中には無世なものがあった。怨恨の硝氣のやうなも
のもあった、勝利を
衿るや？‘
のもあっ
た、冷やかなものもあった、甚だ
しい軽蔑もあった、蛭蔑し濶倒し去って 哀れみのやうなものもあっ
た、猶自己が不幸に沈治してゐる苦痛
を味はひ
かへして居るが如きもの
もあ
った、又其の反
針に飽までも他を瑚りさいなむやうな、氷でゞも出来た利刃の如きものもあって、それは定基の身憫のあらゆるところ 深＜／＼剤りまはらうとした。（中略）そし
て女は極めて緩く鈍く湖笑ひに笑った。それは笑
ひといふべきものであったか、何であ
っ
たか分らぬ、
如何なる書にも彫刻にも無い、妖異で瑛惨なものであった。
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定基が定基であったなら、
一石が地水に投ぜられた
のであったから
、
波濶倫額はこAに生ぜずには涜まな
かったらう。
然し寂照は寂照であ
った
、
烏彩が地上に
墜ちたのみであったから、
白頻緑蒲、
かつて動かずで
あった
。
今は六波羅密の苅い衣に身を槻ら
れて
、
風の
射る箭もとほらざる境界に在るものであった。
忍辱波
羅密、
祠波羅密、
般若波羅密の自然の動きは、
遥り来
る魔築をも毒箭をも容易に遥断し消融せしめた
。
寂照
はた
ゞ固やかに合掌し
た。
諸佛菩薩の虚空に充裔して
居られて此方を賑て
ゐら
るヽに射
し、
奉恩謝徳の念の
みの湧き上るに任
せた。
我に吹掛け
る火嵌の大熱は、
それ
だけ彼女の身を
去つて彼女に消涼を興へるわけに
なった。我に射掛く 利箭の毒は、
それだけ彼女の悛
を出でて彼女の胸衷を消浄にする
ことになった。
我を
切り、
突き、
刻らんとする一切兇悪の刀柏剣戟の類は、
我に獨れんとする
に嘗つて、
其の刃頭が皆妙菰華の苔
となって地
に蕗つるを観た。
施行の食は彼の我に典ふ
るに
よっ
て彼の招波羅密を成じ、
我の彼に受けて酬ゐ
るに法を興ふ
るを以てするの故に、
我の梱波薙密を成
じ、
速疾得果の妙用を現ずるを観た。
続く第三十九段で、
露伴は次のように筆を進
める
。
「今昔物語」では、
かつての夫の乞立する姿を嘲笑する
妻を「外道」と規定し、
その安に対して「穴貨」と言’った
寂照の態度を「極テ難有キ心也ケリ」と対比的に賞拗することが主眼である。
この扁俯伝故の展開に比して、
人閻存
在の内奥に徹した露伴の筆は、
このふたりの再会を通して
人間性 機微を描破してい
る。
露伴は、
寂照の立楊と心俯
のみならず、
その炭の立場と心惜をも凝視してい
たのであ
る
。確執葛藤の挙句の離別、
言辞にし難い「無低」な心情を、
だが露伴は登き写そうとする。
女の「眼の中」を様々に表
1ー3
現する時、
漸暦的に「人間世界の買相」「娑婆世界の町相
J
I 
の高みにまで
達し
、
続く寂照の行為を
記した箇所では
、
高
僧伝的発想と表現を用いて
いるかのように見せながら、
実
際には、
現実超越の仏界ではなく、
人間世界に根ざす実相
を描破するという止楊 為され
ている
と言えるだろう。
因みに、
露伴が
寂照のみならず吸の側にも視線を注い
で
いたことは、
渡宋に際して寂照が法築八講を行なったこと
を記す第四十
三段で、
「席には無論に匡衡も参してゐたら
う、
赤染右衛門も居たらう。
ただ彼の
去られ
た我が猶生き
てゐて此謁の参渠に来合せたか否やは、
知る由も無い」と
いうように、
定基夫婦の確執に幽与した匡衡、
赤染右術門
と共に、
その妻の存在にも触れられていることからも証さ
れるであろう。
以上の箇所からも、
露伴が「連后記」一筒で怠図したと
ころ
のものが、
古色を術びた説話そのもので
はなく、
普辿
的な人間の生を浮き
彫りにすること
であったことが憑知さ
れる。
さて、
以上の執筆意図とOO連して、蕗伴はどのように作
品化しているかを多少徹視的に検討し
てみる
と、
史料への
忠誠を装いながら、
作家としての衝動が一点の改変を為さ
しめ、
新たな性命が付与された人間俊を創出せしめた例が
挙げられる。
たとえば、寂照が渡宋した翌年、
八十七歳で入滅した噌
賀の逸話は第四十四段に記されているが‘
r今皆物布叩」咎
第十二「多武條噌賀上人語第三十三」の記述を逐語訳的に祖述しており殆ど手を加えていな 。
しかし、
一箇所だけ
改変部分がある。
それは、
噌位が臥終に甥の在久と碁を打
、、
、
つ部分で「今苗物語
」
では「r碁
l秤打タム」卜弱気二云
ヘパ」となってい
るがr迎屎記」では「碁一局打たう、
と
、
、
、
春久に挑んだ」（傍点はいずれも引用者）として る。
こ
れは、
瀕死の状態にある噌賀の弱々しさを、
露伴が最後の
生命の燃焼している姿に改めたことを示す例であ
説話として残存する人間像は、
露伴の解釈と裁断によっ
六
て、
寄せ木細工の域を超越し、
現代人に通ずる笹迫性を具
備することにな
ったのであり、
増賀の臨終の例などは、
生
命力を確信した露伴の最
たる所であろう
。
「連閃記」には、
力壽、
寂心、
増賀、寂照、
丁糾五人の
死が宙かれており、
人間の死を困い
た小説であると塩谷絞
氏は営う
（註
5
)
。「生は相憐み死は相捐つ」その死を書
くことが、
露伴の主眼目であったとい
うのである。
そして
実際、
それらの死は
「
連閲
記
」の織り成す世界の中で珠玉
の如く錬められ、
「製の上にはるかに
発の音すなり人や聞
くらんそら耳かもし」
という辞世を残して「莞溺として微
笑して終った」（第四十八段）寂照の死の叙述などは、その死を甚くことが眼目であると言う
のを否めない力を持っ
ている。
しかし前述した如く、
蕗伴の叩が深く人間性の機微に至
り、
その生の真実相を描き出す際に栢細を放っていること
も又る定できない。
しかも
蕗伴は死という現実を生の延長
上に把え、
それぞれの「屎」を完結させておきながら、
そ
れら、
諸人物の迎閑図は、
蕗伴に
よる人間世界の広壮な見
取り因の坐を為すことになる。
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ここに、
寂照が宋の地で交友を持っ
た丁聞と
いう人
物の、
厳然毅然と死を迎える姿で『連環記』一篇が終結していることの意味が存しはしないだろうかc保胤寂心と定碁寂照を中心に彼ら 「連環」する人物の相関図を
記
したとされる
r
迎即
記
」
に
おいて、
一見余分に思える丁謂の死の叙述は
、ま
してやそ
の死の叙述で作品世界を閉じるこ
とには、
それなりの理由
が存した筈であろ
う。
〔路伴
は、
ふた
りの人物の発心と往生、
そして彼らにまつわる人物の逸話を裁断して「人間世界の
．宜
相」を描破しようとし
た。
宋人
丁訓の死で作品批界を終
結することは
、
単に寂照の死で完結するより
も、
更に無限
級数的な「迎印」を現前せしめることになり
はしな
いだろ
)。
．っ
カかくして「連応記 は、
露伴
によ
って繰り広げら
れた一
巻の曼陀羅絵巻であった
。そ
の絵巻は、
七十三歳という年
齢の人生の逹人たる露伴
によ
って、
史料を踏えながらも、
．それに囚われることなく
、自
由に、
気儘に描かれていった。
だが、
その気儘さの背後には、
高僧伝の類のモノクローム
には決して見られない、
照欧すぺき梢緻な「連菜」が厳存
していた。「緑」という洒落たレトリ
カル
・テーマの背後
には、
「人間世界の宜相」を描破しようとした蕗伴の煩眼
が怒んでいたのである。
そして、
彼の煽眼は、
平安時代中期という固有の時代を
（神戸大学大学院文化学研究科栂士課程）
薯返的な
人閻世界へと辺尤し、
時の跳果を凌ぐ「匹相」と
して「辿閃記
J
In
を捉出し得た1更には、
単に歴史の
中に人生の普遥的m火を指摘したのみならず、
「辿g」と
いう芸術的形象において典型化し得 である。（註1)『連閑記
J
は「日本評論」の昭和十五年六月号と
七月号に分載された。
（註
2)
「連屈記」の出典に関しては、
山本健吉氏「硲伴
•
r辿閑記」頌 （「漱石・啄木ふ郎伴」所収）と
前田愛氏「連屈記」（「国文学」第十九巻第三号附49.
8)に提示されてい
る。
（註
3)
露伴の「連珀閲」に
ついては、村田寿美氏元～伴の
r迎閑体」について」（「女子大国文」昭43.10)に詳細に論じられている。
（註4)（註
2)
参照
（註
5
)
「
幸田露伴」下
（中央公論社）
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